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志津川魚市場（宮城県南三陸町）の
サケとサバの水揚げ
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⑴
親
魚
の
来
遊
予
測

岩
手
県
、
宮
城
県
お
よ
び
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
漁
期
前
の
予
測
で

は
、
今
年
度
の
太
平
洋
沿
岸
へ
の
サ
ケ

来
遊
数
は
２
０
１
０
年
度
に
比
べ
、
増

加
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
（
岩
手
県
沿

岸
：
前
年
比
7
％
増
、
宮
城
県
沿
岸
：

前
年
比
57
％
増
、
北
海
道
か
ら
茨
城
県

ま
で
の
太
平
洋
沿
岸
：
前
年
比
20
％

増
）。し

か
し
、
11
月
10
日
時
点
で
、
北
海

道
の
来
遊
数
の
実
績
は
前
年
同
期
の
約

95
％
に
留
ま
っ
て
お
り
、
と
く
に
太
平

洋
岸
の
え
り
も
以
東
海
区
と
え
り
も
以

西
海
区
の
落
ち
込
み
が
、
そ
れ
ぞ
れ
前

年
同
期
の
75
％
と
86
％
と
顕
著
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
州
太
平
洋
岸

で
も
来
遊
数
が
予
測
を
下
回
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

⑵
海
面
漁
業
の
復
旧
状
況

秋
サ
ケ
は
10
年
度
、
岩
手
県
沿
岸
で

1
万
7
千
ト
ン
、
宮
城
県
沿
岸
で
5
千

ト
ン
が
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

岩
手
県
の
秋
サ
ケ
の
漁
獲
を
担
う
定

置
網
は
、
11
月
1
日
ま
で
に
１
３
５
カ

所
の
う
ち
68
カ
所
（
50
％
）
が
操
業
中

で
あ
り
、
今
年
の
秋
サ
ケ
漁
期
中
に
は

84
カ
所
（
62
％
）
が
再
開
す
る
見
込
み

で
す
。

宮
城
県
で
は
、
主
に
刺
し
網
と
定
置

網
で
秋
サ
ケ
が
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
刺
し
網
漁
業
は
２
１
１
隻せ

き

の

う
ち
１
０
９
隻
（
52
％
）
が
操
業
を
再

開
す
る
見
込
み
で
す
。
定
置
網
は
、
10

月
4
日
時
点
で
は
３
０
５
カ
所
の
う
ち

23
カ
所
（
8
％
）
の
再
開
に
留
ま
る
見

通
し
で
し
た
が
、
10
月
20
日
時
点
で
は

塩
釜
地
区
だ
け
で
20
カ
所
の
操
業
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
復
旧
が
進
ん
で
い
る

よ
う
す
が
う
か
が
え
ま
す
。

⑶
漁
獲
状
況

岩
手
県
に
お
け
る
11
月

20
日
ま
で
の
沿
岸
漁
獲
数
は

１
１
１
６
万
8
千
尾（
前
年
同

期
比
57
％
）
と
前
年
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

宮
城
県
に
お
け
る
11
月

10
日
ま
で
の
沿
岸
漁
獲
数
も

78
万
２
千
尾
（
前
年
同
期
比

83
％
）
と
前
年
を
や
や
下
回
っ

て
い
ま
す
が
、
前
年
並
み（
前

年
同
期
比
99
％
）
の
水
揚
げ

を
記
録
し
て
い
る
地
域
も
認
め
ら
れ
ま

す
。

⑷
加
工
流
通
の
復
旧
状
況

地
域
に
よ
っ
て
は
、
加
工
流
通
業
が

十
分
に
復
旧
し
て
お
ら
ず
、
厳
し
い
状

況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
当
セ
ン
タ
ー
が
岩
手
県

（
宮
古
、
釜
石
）
お
よ
び
宮
城
県
（
気
仙

沼
、
南
三
陸
、
石
巻
、
塩
釜
）
で
調
査

し
た
結
果
、
現
時
点
に
お
け
る
両
県

の
秋
サ
ケ
の
処
理
能
力
（
主
に
、
フ
ィ

レ
、
イ
ク
ラ
、
ミ
ー
ル
加
工
）
は
、
約

3
万
7
千
ト
ン
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
東
北
地
方
の
秋
サ
ケ
の
漁
期

が
始
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、

（
社
）
岩
手
県
さ
け
・
ま
す
増
殖
協
会
、
岩
手
県
定
置
漁
業
協
会
、

水
産
加
工
流
通
業
者
な
ど
を
通
じ
て
11
月
28
日
ま
で
に
得
ら
れ

た
情
報
を
も
と
に
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
地
域
に
お
け

る
サ
ケ
漁
業
お
よ
び
増
殖
事
業
の
復
旧
状
況
と
今
後
の
見
通
し

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

１
．サ
ケ
漁
業
の
状
況



河川遡上したサケ親魚（宮城県水尻川）

復旧中のふ化施設：水尻川ふ化場
（宮城県南三陸町第二ふ化場）
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ま
し
た
。
こ
れ
は
両
県
の
沿
岸
と
河
川

に
お
け
る
昨
年
度
の
来
遊
量
の
合
計

2
万
5
千
ト
ン
を
上
回
り
、
マ
ク
ロ
で

見
る
と
復
旧
に
向
け
た
関
係
者
の
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
る
状
況
も
う
か
が
え

ま
す
。

⑴
河
川
に
お
け
る
親
魚
捕
獲
の
状
況

岩
手
県
で
は
、
昨
年
同
様
27
河
川
で

捕
獲
が
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
岩

手
県
に
お
け
る
11
月
20
日
ま
で
の
河
川

で
の
捕
獲
数
は
14
万
5
千
尾
（
前
年
同

期
比
60
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
前

年
度
を
上
回
る
河
川
も
少
数
な
が
ら
認

め
ら
れ
ま
す
。

宮
城
県
で
は
、
昨
年
と
同
様
に
17
河

川
で
捕
獲
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

被
災
し
た
7
河
川
の
捕
獲
施
設
で
も
復

旧
を
行
い
、
捕
獲
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
宮
城
県
に
お
け
る
11
月
10
日
ま
で

の
捕
獲
数
は
12
万
1
千
尾
（
前
年
同
期

比
１
２
０
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
島
県
で
は
、
10
河
川
の
う
ち
５

河
川
の
み
で
捕
獲
が
実
施
さ
れ
る
予
定

で
、
主
要
な
増
殖
河
川
で
あ
る
木
戸
川

や
請う

け
ど
が
わ

戸
川
で
は
捕
獲
が
実
施
さ
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
福
島
県
に
お
け
る
11

月
10
日
ま
で
の
捕
獲
数
は
4
千
尾
（
前

年
同
期
比
5
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
ふ
化
放
流
の
状
況

岩
手
県
内
の
ふ
化
場
28
カ
所
の
う

ち
、
今
年
度
は
22
カ
所
で
種
苗
生
産
や

放
流
を
実
施
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、

6
カ
所
で
は
ふ
化
放
流
を
休
止
す
る
予

定
で
す
。
こ
の
た
め
、
今
年
度
の
放
流

数
は
最
大
で
3
億
〜
3
億
3
千
万
尾
と

推
定
さ
れ
、
２
０
０
８
年

度
の
放
流
数
4
億
4
千
万

尾
の
約
75
％
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
10
月
10
日
ま
で
の

採
卵
数
は
1
千
１
９
２
万

粒
で
、
前
年
同
期
比
44
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
城
県
内
の
ふ
化
場

17
カ
所
の
す
べ
て
が
、
今

年
度
も
放
流
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
た
だ
し
、
3

カ
所
で
は
種
苗
生
産
を
行

わ
ず
、
稚
魚
を
ほ
か
の
ふ

化
場
か
ら
譲
り
受
け
て

放
流
す
る
計
画
で
す
。
こ
の
結
果
、
生

産
状
況
な
ど
に
よ
り
変
動
は
あ
り
ま
す

が
、
今
年
度
の
放
流
数
は
最
大
で
5
〜

6
千
万
尾
と
推
定
さ
れ
、
08
年
度
の
放

流
数
6
千
6
百
万
尾
の
75
〜
90
％
と
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
な
お
、
11

月
10
日
ま
で
の
採
卵
数
は
2
千
8
百
万

粒
（
前
年
同
期
比
98
％
）
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

福
島
県
内
の
ふ
化
場
10
カ
所
の
う

ち
、
今
年
度
は
５
カ
所
で
放
流
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
た
だ
し
、
1
カ
所
で

は
種
苗
生
産
を
行
わ
ず
、
稚
魚
を
ほ
か

の
ふ
化
場
か
ら
譲
り
受
け
て
放
流
す
る

計
画
で
す
。
今
年
度
の
放
流
数
は
最
大

で
９
６
０
万
尾
程
度
と
な
り
、
09
年
度

の
放
流
数
4
千
8
百
万
尾
の
約
20
％
と

な
る
見
込
み
で
す
。
な
お
、
採
卵
実
績

に
つ
い
て
は
、
情
報
を
入
手
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

震災復興への取り組み

2
．サ
ケ
増
殖
事
業
の
状
況

10月10日　こたか丸が小名浜港に入港
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東
北
地
方
に
お
け
る
サ
ケ
漁
業
と
増

殖
事
業
は
、
関
係
者
の
懸
命
の
努
力
に

よ
り
、
地
震
発
生
直
後
に
懸
念
さ
れ
た

壊
滅
的
状
況
か
ら
相
当
程
度
復
旧
が
進

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
来
遊
実
績
が

予
測
を
下
回
る
地
域
も
あ
り
、
種
卵
確

保
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す

今
後
も
東
北
の
サ
ケ
漁
業
と
増
殖

事
業
が
順
調
に
進
み
、
将
来
の
回
帰
に

重
大
な
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
関
係
者
の
取
り
組
み
に
加
え
、
当

セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
増
殖
事
業
に
対
す

る
技
術
的
な
支
援
を
続
け
、
サ
ケ
漁
業

と
増
殖
事
業
の
復
旧
状
況
に
関
す
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
と
関
係
者
へ
の
情
報
提
供

を
行
い
、
東
北
水
産
業
の
復
興
に
向
け

て
尽
力
し
ま
す
。

Topics

竣 工 1995 年３月 

総トン数 59 トン

全 長 30.0 メートル

航海速力 12 ノット

3
．ま
と
め

福島県への調査船の派遣
福島県水産試験場の調査指導船「いわき丸」が津波により沈没したため、福島県では、これ

まで行ってきた資源管理型漁業の推進に必要な海洋観測や水産資源調査などに支障をきたし

ていました。水産総合研究センターは、福島県から水産庁を通じて出されていた調査船の派

遣・協力についての要望に応え、このたび、調査船「こたか丸」を派遣、協力することとなり

ました。

「こたか丸」は、10月 10日に福島県小名浜港に無事到着しました。福島県水産試験場では、

各種調査を再開し、当センターも調査などに協力していきます。

■「こたか丸」の概要

福島県

小名浜港


